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天界185 450r
遊 星 界　（9月）
　水星　夕方の西塞に見える．観望の絶好期．月末は太陽に近づいてダメ標
準1等星よりも遙に明るいのであるから，薄明の中にでも見える．位置は乙
女座の西部からしばらく東に動き，また戻って來る．スピカ星と上下になら
んでみるからよくわかる．どちらが上？　星圖でしらべて下さい，
　金星　賓の星，やがてL明星「と呼ばれるやうにならう．水星よりもすっと
明るく，近づいたり離れたりする．細V・月までが加はつて乙女座をにぎはす
のは18日頃，蓋し，美観であらう．カメラにおさめては如何ア
　火星　曉の星．次第に太陽から遠ざかりつつある．まだ観望には適さない．
位置は蟹座から獅子座へ．
　木星　南西天に見えるL一番星「急速に太陽に近づきつつある．帥ち，西に
沈むのが早くなるから，今のうちに十分観望を享凹したい．殊に表面に珍し
い斑黒占が見えてみる．見取圖をはじめることは今からでも決しておそくはな
い光度負1．8等．
　土星　入野営の土星が12日に封衝の位置に來る．終夜醐望に適するわけ
で大いに漱思したい．位置は水瓶座の東端．その南に見える弾手は南魚座の
α星である．光度1等級
　天王星　羊座にある規矩後の星，光度6．1等．
　溝王星　太陽と會合の位置にあり，観望は全く不能．
　冥王星　蟹座の西端光度15等級．
? x ?
　星座　北斗七星が，西北の山にかくれやうとすると，それを追ふ天の川の
諸星座が西へいそぐ，やがてカシオペヤが高く，ペガソスの大四邊形に秋の
氣を漏喫し，アンド・メダの大星雲を眺め，愛らしい三角や羊の姿の南tcは
輝星の少い魚や鯨が登揚する夜孚の天室には銀河が東西に流れてみる．偉な
る哉．
